
藤
島
地
域
の
住
民
か
ら

先
日
「
庄
内
海
岸
の
ご
み

、

の
多
さ
に
驚
い
た
」
と
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。

「
国
と
県
、
市
が
あ
げ

て
清
掃
活
動
を
行
い
、
き

れ
い
な
環
境
を
子
ど
も
ら

に
残
す
べ
き
だ
。

川
の
上
流
に
住
む
市
民

」

ら
の
意
識
改
革
も
大
切
だ

と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
約
５
１
０
㌔

湯
野
浜
海
水
浴
場
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
は
昨
年
度
、

湯
野
浜
小
学
校
の
４
～
６

年
生
と
大
泉
小
学
校
４
年

生
、
つ
る
お
か
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
を
は
じ

約
２
０
０
人
が
参
加
し
、

そ
の
結
果
、
約
５
１
０
㌔

の
ご
み
を
集
め
ま
し
た
。

「
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
破
片
が

多
く
、
回
収
が
困
難
で
あ

っ
た
」
な
ど
の
感
想
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染

、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が

１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら

急
速
に
広
が
り
、
劣
化
し

た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
至
る
と
こ
ろ
に
存
在

し
、
世
界
の
海
に
大
量
に

漂
っ
て
い
ま
す
。

２
０
５
０
年
に
は
、
魚

の
量
を
超
え
る
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
が
海
洋
に
あ
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
で
は
、
水
稲
用
一

発
肥
料
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

被
覆
で
、
肥
料
が
溶
け
出

し
た
後
の
被
膜
殻
が
水
田

か
ら
水
路
、
河
川
を
通
し

て
海
に
流
出
し
、
海
洋
汚

染
の
一
因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
含
ま

れ
る
化
学
物
質
が
、
環
境

や
生
物
、
人
に
影
響
し
、

人
間
の
体
内
に
は
、
１
週

間
に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
が
約
５
グ
ラ
ム
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
１
枚
分

に
相
当
す
る
量
が
取
り
込

ま
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

海
外
の
研
究
で
は
、
身

体
に
一
番
多
く
蓄
積
さ
れ

る
の
が
胎
盤
で
、
母
体
で

胎
児
に
十
分
な
栄
養
や
酸

素
が
供
給
さ
れ
な
い
と
い

い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
赤
ち

ゃ
ん
の
糞
便
か
ら
も
見
つ

か
り
、
口
を
通
し
て
体
内

に
入
っ
て
い
ま
す
。

湯
野
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦

湯
野
浜
海
水
浴
場
の
ク
リ

ー
ン
作
戦

令
和
６
年
５
月

◆
日
時
◆

日
（
木
曜
）
午
前
９
時

30
分
～

時

分
（
小
雨

45

11

30

決
行
）

湯
野
浜
小

◆
集
合
場
所
◆

学
校
脇
海
水
浴
場
駐
車
場

動
き
や
す
い

◆
持
ち
物
◆

服
装
、
軍
手
、
雨
具
、
飲

み
物
等

無
料

◆
参
加
費
◆

※
参
加
者
に
は
粗
品
と
し

（

）

て
市
指
定
ご
み
袋
桃
色

（

）

。

を
１
袋

枚
入
贈
呈

10

、

◆
申
し
込
み
方
法
◆
氏
名

住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
の
う

え
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
電
話

で
５
月

日
（
月
曜
）
ま

20

で
、
市
役
所
廃
棄
物
対
策

課
に
。
電

・
２
８
４
８

22

Ｆ
Ａ
Ｘ

・
２
８
７
９

22
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（月２００円程度）
5月 21人 14,930円
4月 38人 48,940円

５
月

日
の
ご
み
ゼ
ロ
（
５
３
０
）
の
日
に

30

「
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」

合
わ
せ
て
、

湯
野
浜
海
水
浴
場
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
参
加
申
し
込
み
、

日
ま
で

20

鶴
岡
市
で
は
平
成

年
度
（
２
０
０
９
）
か
ら
、

21

５
月

日
の
ご
み
ゼ
ロ
（
５
３
０
）
の
日
に
合
わ
せ

30
、

「

」

て

公
園
の
清
掃
活
動
な
ど
を

ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

湯
野
浜
海
水
浴
場
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
、
終
了

後
に
、
ど
う
い
っ
た
ご
み
が
多
く
流
れ
着
い
て
い
る

の
か
の
品
評
を
行
い
ま
す
。

「
第

回
ふ
じ
の
花
ま
つ

33

り
」
が

～

日
、
東
田

11

12

川
文
化
記
念
館
で
は
、
ふ

じ
の
花
盆
栽
展
、
藤
島
歴

史
公
園
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
花
で

は
、
出
店
や
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
が
並
び
、
大
勢
の
家
族

連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

写
真
提
供
：
藤
島
庁
舎

（

）

産
業
建
設
課



、

山
形
県
と
２
市
３
町
で

東
北
公
益
文
科
大
学
の
公

立
化
に
向
け
た
動
き
が
加

速
し
て
い
ま
す
。

東
北
公
益
文
科
大
学
は

平
成

年
（
２
０
０
１
）

13

４
月
に
開
学
し
、
今
年
度

に

年
目
で
す
。

24「
庄
内
地
方
に
４
年
制

」

、

の
大
学
を
と
の
要
望
で

県
と
庄
内
２
市

町
村
が

12

整
備
費
用
を
負
担
（
県
１

／
２
）
し
、
公
設
民
営
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
急
速
に
進
む

少
子
化
の
影
響
で
、
大
学、

進
学
者
の
大
幅
な
減
少
と

大
学
経
営
に
も
多
大
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
（
２
０
１

30

８
か
ら
令
和
２
年
度
２

）

（

０
２
０
）
に
か
け
て
は
、

入
学
定
員
２
３
５
人
を
満

た
す
入
学
者
を
確
保
し
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
５
年
度

２
０
４
人
（

・
８
％
、）

86

６
年
度
１
８
１
人
（

・
77

０
％
）
と
、
入
学
定
員
を

満
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

県
と
関
係
市
町
は
、
令

和
元
年
度
か
ら
公
立
化
の

検
討
を
開
始
し
、
令
和
５

年
３
月

日
に
「
東
北
公

、

17

益
文
科
大
学
の
公
立
化
と

機
能
強
化
に
係
る
と
り
ま

と
め
（
工
程
：
ロ
ー
ド
マ

」

ッ
プ
）
を
作
成
。
令
和
８

年
４
月
の
公
立
化
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

大
学
の
財
務
状
況
は
、

収
支
差
引
が
、

令
和
２
年
度
（
入
学
定）

員
充
足
率
１
０
６
・
４
％

３
２
２
百
万
円
、

▲

（

）

３
年
度
同

・
６
％

99

１
５
９
百
万
円
、

▲
４
年
度
（
同
１
０
４
・

３
％
）

２
０
３
百
万
円

▲

。

と
赤
字
が
続
い
て
い
ま
す

公
立
化
に
よ
っ
て
、
県

と
市
町
か
ら
の
拠
出
金
運
（

営
交
付
金
）
が
新
た
な
財

源
と
な
り
、
県
と
市
町
は

国
か
ら
一
部
、
交
付
税
措

置
が
さ
れ
ま
す
。

そ
の
分
、
学
生
か
ら
の

授
業
料
収
入
を
抑
え
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
授
業
料
を
下

げ
た
だ
け
で
は
学
生
は
集

ま
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
大
学
の
機

能
強
化
も
検
討
し
て
い
ま

す
。高

校
生
や
事
業
所
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
学
び

た
い
分
野
や
、
求
め
る
人

材
な
ど
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
起
業
マ
イ
ン
ド
や
ベ

ン
チ
ャ
ー
育
成
の
取
組
、

新
た
な
「
国
際
学
部
」
の

設
置
（
令
和
８
年
４
月
）

を
進
め
て
い
ま
す
。

「
食
の
都
庄
内
」
に

公
益
学
部
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
学
部
は
、
全
国
で

も
こ
こ
だ
け
で
し
た
。

し
か
し
平
成

年
２

、

（
17

０
０
５
）
の
平
成
大
合
併

で
自
治
体
の
職
員
数
が
激

減
し
、
公
益
を
学
ん
で
も

就
職
先
が
な
い
地
域
に
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

庄
内
地
方
は
い
ま
「
食
、

文
化
」
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

イ
タ
リ
ア
に
世
界
で
唯

一
の
「
食
科
学
大
学
」
が

あ
り
、
鶴
岡
市
と
戦
略
的

連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。

日
本
に
は
な
い
「
食
科

学
大
学
」
や
「
食
科
学
」

科
も
「
食
の
都
庄
内
」
に

、

ふ
さ
わ
し
く
、
検
討
す
べ。

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

で
着
い
た
平
地
に
大
関
山

の
新
し
い
表
示
が
。
標
高

の
他
に
「
琴
桜
」
と
も
。

茶
目
っ
気
の
あ
る
ヤ
ツ
が

作
っ
て
立
て
た
と
い
う
事

か
。
裏
に
４
月

日
と
あ

30

り
、
確
か
そ
の
こ
ろ
に
番

付
発
表
が
あ
っ
た
は
ず
だ

、

。

と
琴
桜
の
記
入
に
納
得

▲
携
帯
で
調
べ
る
と
大
関

山
の
表
記
有
。
少
し
進
む。

と
蛤
山
の
山
頂
の
立
て
札

そ
の
行
く
先
の
矢
印
は
と

ん
が
り
山
。
つ
ま
り
こ
の

山
登
り
は
、
大
関
山
・
蛤

山
・
と
ん
が
り
山
・
神
室

岳
と
山
頂
を
渡
っ
て
行
く

の
だ
っ
た
。
正
午
に
神
室

山
頂
に
つ
い
た
か
ら
、
往

き
に
２
時
間
半
か
か
っ
た

事
に
。

分
に
は
立
つ
ぞ

30

と
昼
食
。
ブ
ヨ
多
い
。

▲
帰
り
は
２
時
間
で
駐
車

場
に
。
道
中
、
胸
が
付
く

急
斜
面
が
数
ヶ
所
あ
り
。。

生
息
密
度
が
高
い
鶯
の
声

。

遠
く
に
ツ
ツ
ド
リ
の
声
も

花
は
少
な
く
珍
し
い
も
の。

も
見
え
な
い
行
程
だ
っ
た

誰
も
怪
我
が
な
く
、
予
定

通
り
に
鶴
岡
へ
。
み
な
さ

ん
有
難
う
さ
ま
（
石
川
）

。

開
墾
場
を
視
察
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
天
皇
の
体
調

が
優
れ
な
い
の
で
、
代
理

山
形
神
室
岳
へ

、

黄
金
週
間
の
最
後
の
日

労
山
が
計
画
し
た
山
登
り。

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た

協
立
病
院
の
駐
車
場
か
ら

２
台
の
車
で
つ
づ
ら
折
り

の
笹
谷
峠
の
中
ほ
ど
に
あ

る
駐
車
場
へ
。
こ
こ
か
ら

山
形
神
室
岳
に
登
っ
た
の

は
、
女
性
が
２
人
い
る
９

人
連
れ
。
駐
車
場
が
９
０

０
ｍ
位
で
千
３
０
０
ｍ
位

の
山
に
登
る
の
だ
か
ら
標

高
差
は
４
０
０
ｍ
位
だ
。

▲
天
気
が
良
く
風
も
あ
る、

の
で
見
通
し
が
効
く
か
ら

遠
く
に
朝
日
連
峰
が
見
え

月
山
が
俺
達
が
登
る
山
陰

か
ら
半
分
が
。
目
指
す
山

は
と
見
れ
ば
、
高
い
頂
き

が
３
つ
見
え
、
そ
の
真
ん

中
な
の
だ
と
。
奥
の
山
が

宮
城
の
神
室
岳
で
、
手
前。

が
と
ん
が
り
山
な
ん
だ
と

。

確
か
に
尖
が
っ
て
見
え
る

▲
蛤
山
の
中
腹
に
あ
る
駐

車
場
を
９
時
半
で
出
発
。

確
か
に
入
ろ
う
と
す
る
山

は
、
ハ
マ
グ
リ
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
が
、

分
程

30

日
、
東
田
川
郡
役
所

24
に
着
き
、
郡
職
員
以
下
全

員
に
恩
賜
金
を
給
し
た
。

お
ん
し
き
ん

特
に
極
貧
の
者
・
西
南

戦
争
遺
族
や
災
害
に
あ
っ

た
者
に
恩
賜
を
、

歳
以

80

上
の
者
に
養
老
資
金
を
給

し
た
。

喜
ん
だ
郡
民
は
当
時
流

行
の
『
四
季
農
事
図
』
を

献
上
し
た
（

。

下
写
真
）

日
、
庄
内
藩
士
族
が

25
開
拓
し
た
と
い
う
松
ケ
岡

東
田
川
史
跡
物
語

庶
民
に
下
賜
金

『
四
季
農
事
図
』
献
上

青
山

崇

と
し
能
久
親
王
に
視
察
さ

せ
た
。

周
り
に
は
桑
園
や
茶
畑

が
ひ
ろ
が
る
。
明
治

年
10

２
及
び
３
階
建
の
蚕
室
10

。

、

棟
が
完
成
し
た
親
王
は

、

天
皇
よ
り
預
か
っ
て
き
た

茶
畑
な
ど
の
耕
作
と
絹
織

事
業
を
発
展
さ
せ
る
資
金

５
０
０
円
を
賜
っ
た
。

庄
内
で
見
せ
ら
れ
る
唯

一
の
殖
産
興
業
だ
っ
た
の

で
、
そ
の
後
も
皇
族
の
来

訪
が
あ
っ
た
と
い
う
。

次
に
豊
栄
村
の
日
向
三

右
衛
門
に
つ
い
て
、
郡
役

所
飾
繕
な
ど
に
私
財
を
投

じ
、
学
校
建
設
に
も
同
様

東
北
公
益
大
の
公
立
化
へ

動
き
加
速

の
こ
と
を
行
っ
た
の
で
、

特
別
に

円
に
物
そ
の
他

50

を
給
し
た
。

国
指
定
史
跡
・
松
ケ
岡
開

墾
場
「
４
番
蚕
室
」


